
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 運動会が終了し、学校全体がしっとりとした雰囲気になってきました。みんなで力を合わせ

る経験をした子どもたち、これからは「個」の成熟の期間に入っていきます。１年間の中で、ど

んどん伸ばしたかったこと、まだできないでいること、新しく取り組みたいこと、今しっかり取り

組んでほしいと思います。 

 学校でも学校教育自己診断アンケートによる１年間の振り返りを年内に行い次年度につな

げていくと同時に今年度の取り組みより充実させていきます。ご協力、よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 今年度、中宮小学校は枚方市の業務改善推進校となりました。「中宮みんなで、つながろ

う！」をスローガンに教職員、保護者、地域がつながって働き方改革を推進し、ウェルビーイン

グな毎日を過ごせるようにしていきたいと思います。また、学校には、業務支援員さんが配置

され、様々な業務に携わっていただいています。（例えば、朝の出欠確認などのお電話で話さ

れた方もいると思います） 

平成31年に中央教育審議会が出した「新しい時代の教育に向けた持続可能な学校指

導・運営体制の構築のための学校における働き方改革に関する総合的な方策について（答

申）」では、働き方改革について以下のように記されています。 

 

 

 

 

 

 

日本全国で毎日のように「教員の数が足りない」「病休者の急増」など様々な報道がさ

れています。枚方市でも先生が不足しており、次年度のクラス数の人員を配置することがで

きないかもしれないという事態にまで発展しています。もはやこの現象は他人ごとではなく、

日本の学校教育が存続できるかというところまで来ているのです。中宮小学校では、数年前

から保護者の皆様のご協力の元、業務改善が進められています。しかしまだまだ、できること

あります。先生方の勤務時間は、「８：３０～１７：００」であり（意外と知られていません）、この

すすんで学ぶ子 
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学校における働き方改革について

〇これまでの高い成果を挙げてきた我が国の学校教育を維持・向上させ持続可能なものとするには、

学校における働き方改革が急務。 

 

〇学校における働き方改革の目的は、教師のこれまでの働き方を見直し、自らの授業を磨くとともに

日々の生活の質や教職員人生を豊かにすることで、自らの人間性や創造性を高め、子どもたちに対し

て効果的な教育活動を行うことができるようになること。                        （一部抜粋） 



中で、子どもたちが多くの学びを得ることができるような働き方ができるよう取り組んでいか

なくてはなりません。先生方の「心の余裕」は、子どもたちの「心の余裕」につながり、みんな

がWIN-WINになっていくでしょう。 

また、中宮小学校では、「チーム制」を取り入れています。各学年の先生と支援学級の先

生、教科専科の先生がチームとなり学年運営を行っています。チーム会で教育課程の進度を

確認し、研修し、子どもたちの良さを共有しています。チーム制を行うことで、教師の精神的・

身体的な支えとなり、子どもたちにとっても多くの先生に接することができるというメリットが

あります。次年度に向けてもウェルビーイングな様々な取り組みを考えていきます。 

 

 

 

 

「学校は子どもたちの心の居場所となり、学校での学びや出会い 

を子どもたちの豊かな人生につなげてほしい」と常々考えています。それ

を実践する一つの場所が、校内支援ルームです。まだ、正式な名称はあ 

りません。（募集中です）この１１月から取り組みを始めました。子どもたちは様々な思いや境

遇を抱えています。「教室には行けないけど、他の場所なら」「気持ちを変えるための場所が

欲しい」などそれぞれの思いに寄り添って支援を行っていきます。 

校内支援ルームを利用する際は、まず担任の先生に相談してください。担任の先生からお

話しする場合もあります。利用の仕方は、保護者の皆様と相談しながら進めていきます。 

子どもの居場所が分からないと危険なので、校内支援ルームに行くときは、必ず担任の先

生に言ってから職員室に鍵を取りに来ます。校内支援ルームには、常駐の先生はいません。

いろいろな先生が、様子を見に来ることがあります。自分の心を落ち着かせ、パワーをためる

ための部屋です。 
 

 

校内支援ルーム（仮）について 

子どもたちの頑張りが届いています！ 

【第35回 枚方市平和ポスター作品展】作品テーマ「限りない平和」 

《優秀賞》 ６年１組  川端 梢   

《佳  作》 ６年１組  阿部 希絆   石井 幸希   上田 愛海   上田 のん  

            上谷 桃菜   喜多 咲音   久保 七巴   髙杉 康生 

6年２組  荻野 蓮夢   鎌田 結愛   亀田 瑛人   岸野 愛斗 

      國光 心愛   後藤 彰太   福井 はるひ  

  ※６年生の頑張りに「学校賞」をいただきました。 

 

【第35回 MOA美術館枚方交野児童作品展２０２４】 

     《入 選》 ２年３組   三宮 蒼士 

 

 

 


